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村
の
動
き
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
村
長
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
た
よ
り
で
す

２

金
剛
山
の
雪
は
消
え
ま
し
た
。
下
赤

阪
城
址
の
棚
田
で
は
緑
が
濃
く
な
り
、

千
早
赤
阪
村
に
は
春
が
近
づ
い
て
い
ま

す
。一

方
、
村
の
財
政
は
正
に
冬
、
当
分

の
間
厳
冬
期
氷
詰
め
の
状
況
が
続
き
ま

す
。
雪
が
解
け
桜
が
咲
き
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
暖
か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

の
は
少
し
先
の
話
、
少
々
お
待
ち
い
た

だ
き
ま
す
。

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高
齢
化
に

よ
り
着
実
に
増
加
し
て
い
く
歳
出
。
若

年
人
口
の
減
少
、
定
年
退
職
者
の
増
加

に
よ
る
村
税
の
減
少
、
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
で

年
々
目
減
り
し
て
い
く
歳
入
。
歳
入
歳

出
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
も
収
支
を
合
わ

せ
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
ツ
ジ
ツ

マ
を
合
わ
せ
て
い
く
の
が
予
算
編
成
で

す
。村

の
場
合
、
歳
入
に
対
し
て
歳
出
の

方
が
は
る
か
に
大
き
く
、
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
は
、
不
可
能
を
可
能
に

す
る
難
行
苦
行
で
す
。

村
の
予
算
編
成
は
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。
各
部
課
で
積
み
上

げ
た
予
算
見
積
も
り
を
財
政
担
当
で
積

算
し
歳
入
見
積
も
り
に
あ
わ
せ
仕
上
げ

て
い
く
作
業
で
す
。
可
能
性
の
あ
る
全

て
の
歳
入
を
積
み
上
げ
て
見
積
も
り
、

歳
出
を
最
大
限
減
額
し
た
素
案
の
段
階

か
ら
予
算
編
成
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

「
そ
こ
ま
で
減
ら
す
か
！
」、「
ま
だ
切

る
か
！
」、「
正
に
乾
燥
し
た
タ
オ
ル
を

今
一
度
絞
る
！
」
状
況
で
し
た
。

「
そ
こ
ま
で
補
助
金
を
切
ら
れ
た
ら

地
区
の
存
続
に
係
わ
る
」
と
、
区
長
会

で
は
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
。「
史
上

最
悪
」、「
住
民
無
視
」、「
弱
者
切
り
捨

て
」。
ブ
ー
イ
ン
グ
は
覚
悟
の
上
で
す

が
、
平
成
17
年
度
予
算
案
を
編
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
議
会
の
承
認

を
経
る
ま
で
詳
細
は
発
表
で
き
ま
せ
ん

が
「
元
気
の
良
い
村
づ
く
り
」
と
は
程

遠
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
案
は
手
続
き
を
経
て
公
表
し
ま

す
が
、
千
早
赤
阪
村
再
生
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
上
で
最
初
の
一
里
塚
と
位
置
付
け

し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
末
、
職
員
に
要
請
し
ま
し
た
村

再
生
の
た
め
の
提
案
は
、
職
員
の
半
数

以
上
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
費
節

減
、
組
織
の
改
変
、
役
人
根
性
の
意
識

改
革
、
学
校
の
統
合
、
村
施
設
の
廃
止

と
運
営
の
合
理
化
、
事
業
の
見
直
し
に

よ
る
推
進
と
中
止
、
ま
さ
に
職
員
な
ら

で
は
の
細
部
に
わ
た
る
提
案
、
行
政
の

あ
り
方
に
関
わ
る
提
案
、
膨
大
な
数
の

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
す
べ

て
の
提
案
を
ほ
ぼ
整
理
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
ご
と
に
実
行

の
た
め
の
課
題
や
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
検

証
な
ど
新
し
い
村
再
建
策
に
取
り
上
げ

る
準
備
作
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

並
行
し
て
、
大
阪
府
の
職
員
と
村
若

手
職
員
に
よ
る
「
千
早
赤
阪
再
生
」
の

合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
昨
年
組

織
し
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
具

体
案
が
出
て
き
ま
す
。
村
再
生
に
向
か

っ
て
ク
リ
ア
ー
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
ま

だ
あ
り
そ
う
で
す
。
身
を
削
る
思
い
で

選
択
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
、

ご
協
力
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

〜
少
子
高
齢
化
の
進
展
〜

本
村
に
お
け
る
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
）
は
、

23
％
（
約
４
人
に
１
人
）
で
、
府
内
で
も
高
い

水
準
で
す
。
一
方
、
出
生
に
つ
い
て
も
平
成
16

年
の
出
生
数
は
、
30
人
で
少
子
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。

〝
少
子
化
・
高
齢
化
〞
は
、
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

7（平成）� 8 9 10 11 12 13 14 15 16
6,200

7,000

6,800

6,600

6,400

7,800 25

20

15

10

5

0

（人）� （％）�

7,600

7,400

7,200

7,605
7,556

7,472
7,396

7,245
7,180

7,079

6,948
6,822

6,770

16.2% 16.7% 17.3%
17.9%

18.6%
19.5%

20.3%
21.2%

22.0%
23.0%

7,605
7,556

7,472
7,396

7,245
7,180

7,079

6,948
6,822

6,770

16.2% 16.7% 17.3%
17.9%

18.6%
19.5%

20.3%
21.2%

22.0%
23.0%

住民基本台帳人口� 65歳以上の高齢化率�

人口推移と高齢化率 （各年９月末現在）



財
政
悪
化
の
要
因
は
な
に
？

「
な
ぜ
、
財
政
が
こ
ん
な
状
態
に

な
っ
た
の
か
？
」
と
疑
問
を
持
た
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

財
政
悪
化
の
要
因
に
は
、
い
く
つ

か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
収
入

面
で
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
税

収
の
減
、
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど

今
、
村
の
経
営
は
、
非
常
に
厳
し
く
、
千
早
赤
阪
村
政
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
〝
非
常
事
態
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
17
年
は
、
千
早
赤
阪
村
が
自
立
で
き
る
か
？
破
た
ん
し
て
準
用
財
政
再
建
団
体
（
倒
産
）
に
転
落
す
る

か
？
の
分
か
れ
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
を
回
避
し
、
健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
考
え
ら
れ
、
支
出
面
で
は
、
こ
れ

ま
で
財
政
健
全
化
方
策
な
ど
に
よ

り
、
経
費
削
減
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
介
護
保
険
事
業
や
下
水
道
事
業

な
ど
の
負
担
増
が
財
政
を
圧
迫
し
て

き
た
こ
と
も
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も

村
の
財
政
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
要

因
の
一
つ
で
あ
る
〝
地

方
交
付
税
の
減
額
〞
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

〝
地
方
交
付
税
〞っ

て
な
に
？

従
来
か
ら
村
の
広
報

紙
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で「
地
方
交
付
税
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
行
政
の

専
門
用
語
で
あ
り
、
な

か
な
か
理
解
し
に
く
い

も
の
で
す
。

村
が
住
民
の
皆
さ
ん

に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

住
民
サ
ー
ビ
ス（
福
祉
、

保
健
、
教
育
な
ど
）
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、〝
お
金
〞
が
必
要
で
す
。

そ
の
〝
お
金
〞
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
主
さ
ん
な
ど
が
納
め
ら
れ
て

い
る
税
金
（
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
や
村
た
ば
こ
税
）
が
基

本
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
都
心
部

と
本
村
の
よ
う
な
農
村
部
で
は
、
経

済
的
な
条
件
の
違
い
か
ら
、
全
く
同

じ
よ
う
に
税
収
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
、
保

健
、
教
育
な
ど
）
は
、
同
じ
よ
う
に

提
供
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
全
て
の
市
町
村
が
一

定
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
、地
域
ご
と
の
税
収
の〝
差
〞

を
国
が
補
て
ん
す
る
制
度
が
「
地
方

交
付
税
制
度
」
で
あ
り
、
国
税
（
所

得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
・

た
ば
こ
税
）
の
一
定
割
合
が
交
付
さ

れ
る
交
付
金
が
地
方
交
付
税
で
す
。

と
り
わ
け
、
税
収
の
乏
し
い
村
に

と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
近
隣
市
町
と
同

じ
よ
う
な
一
定
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
地
方
交

付
税
の
〝
お
か
げ
〞
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
交
付
税
の
推
移

村
の
財
源
と
し
て
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
の
は
、
村
税
で
は

な
く
、
地
方
交
付
税
で
、
村
収
入
全

体
の
約
34
％
（
平
成
15
年
度
決
算
）

を
も
占
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
村

の
財
源
の
根
幹
で
す
。

村
の
地
方
交
付
税
の
推
移
に
つ
い

て
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
も
平
成

12
年
度
ま
で
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、

今
後
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。（
図
２
参
照
）

今
後
の
地
方
交
付
税
制
度

今
、
国
で
は
、「
三
位
一
体
改
革
」

を
進
め
て
い
ま
す
。「
三
位
一
体
改

革
」
と
は
、

①
国
か
ら
地
方
へ
支
出
さ
れ
る
補

助
・
負
担
金
の
削
減

②
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲

③
地
方
交
付
税
の
見
直
し

を
柱
と
し
た
改
革
で
、
今
ま
で
地
方

が
国
に
依
存
し
て
い
た
部
分
（
地
方

交
付
税
制
度
や
国
庫
補
助
・
負
担

金
）
を
見
直
し
、
今
後
は
「
地
方
で

で
き
る
こ
と
は
地
方
が
行
う
」（
そ

の
た
め
に
税
源
移
譲
を
行
う
）
と
い

う
地
方
分
権
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

最
大
の
ね
ら
い
で
す
。

村
に
と
っ
て
、
地
方
交
付
税
の
削

減
額
が
税
源
移
譲
の
移
譲
額
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
〝
非
常

事
態
〞
の
村
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

倒
産
が
目
前
と
な
り
ま
す
。

「
地
方
交
付
税
の
見
直
し
」
で
、

平
成
16
年
度
に
は
、
赤
字
補
て
ん
の

臨
時
財
政
対
策
債
（
国
の
交
付
税
財

源
が
不
足
の
た
め
、
交
付
税
の
肩
代

わ
り
と
な
る
借
入
金
）
を
含
め
て
前

年
比
▲
12
％
、
約
１
億
７，

０
０
０

万
円
減
額
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

村
で
は
、
平
成
15
年
11
月
に
策
定

し
た
第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
に
よ

り
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
状
況
の
変
化
か
ら
、
前
提

が
大
き
く
変
わ
り
新
た
な
健
全
化
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

3

図２　地方交付税の推移
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千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙

4
月
24
日
（
日
）
投
票

５
月
８
日
に
任
期
満
了
と
な
る
村
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
　
３
月
24
日（
木
）
午
後
２
時
〜

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

告
　
示
（
立
候
補
受
付
）

日
時

４
月
19
日（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

た
だ
し
、
午
前
10
時
以
降
は
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
内

投
　
票

日
時

４
月
24
日（
日
）
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

開
　
票

日
時

４
月
24
日（
日
）
午
後
９
時
15
分
〜

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ
カ
バ

ン
の
囚
人
」

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

月
日
　
４
月
３
日（
日
）

時
間
　
①
午
前
10
時
〜

②
午
後
２
時
〜

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
　

費
用
　
無
料
　
　

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

上
映
時
間

１
４
２
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

４
月
６
日
か
ら
15
日
の
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
に
先
駆
け
て
、

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
、
交
通
安
全
運
転
者
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

３
月
６
日
、
大
和
川
流
域
一
斉
で

実
施
し
ま
す
。

大
和
川
の
汚
れ
の
原
因
の
84
・

１
％
は
「
生
活
排
水
」
で
す
。
大
和

川
流
域
約
２
１
５
万
人
の
力
を
結
集

し
て
生
活
排
水
軽
減
の
取
り
組
み
を

行
え
ば
、
そ
の
時
、
大
和
川
の
水
質

は
普
段
よ
り
良
く
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
？
生
活
排
水
対
策
社
会

実
験
は
、
「
生
活
排
水
を
流
さ
な

い
＝
大
和
川
の
水
質
を
良
く
す
る
」

こ
と
を
大
和
川
流
域
一
斉
で
強
化
し

て
行
い
、
そ
の
時
の
大
和
川
の
水
質

を
調
べ
る
試
み
で
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
が
大
和
川
を
い
つ
も
よ
り
良
く
す

る
こ
と
を
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
月
６
日
家
庭
で
次
の
３
つ
を
実

践
し
て
く
だ
さ
い
。

①
食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
！

②
食
べ
残
し
や
残
り
の
ク
ズ
は
流
さ

ず
三
角
コ
ー
ナ
ー
か
ゴ
ミ
ば
こ

へ
！

③
食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ

は
拭
き
と
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ

う
！

検
査
結
果
は
３
月
下
旬
に
発
表
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
（
Ｈ
Ｐ
大
和
川

河
川
事
務
所
）http://w

w
w
.yam
ato.

kkr.m
lit.go.jp/

主
催

大
和
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

協
議
会
・
大
和
川
水
質
汚
濁
防

止
連
絡
協
議
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

宅
地
建
物
取
り
引
き
な
ど
の
場
で
、

同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね

た
り
、
同
和
地
区
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
宅
地
建
物
を
購
入
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
差
別
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
・
障
害
者
・
高
齢

者
・
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け

で
入
居
を
断
る
こ
と
も
差
別
と
な
り

ま
す
。

こ
う
し
た
差
別
を
な
く
す
た
め
、

大
阪
府
と
村
で
は
宅
地
建
物
取
り
引

き
業
界
と
と
も
に
、
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

を
、
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で
築
き
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
建
築
振
興
課

1
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１（
代
）

4

春
休
み
映
画
会
を

開
催
し
ま
す

交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

月日 時間・場所

午後６時30分～（受付）
３月18日 午後７時～（開始）
（金）

くすのきホール（会議室）

午後７時～（受付）
３月22日 午後７時30分～（開始）
（火）

小吹台小学校（体育館）

生
活
排
水
対
策
社
会
実
験
に

ご
協
力
を

郵便による不在者投票
身体障害者手帳または戦傷病者手帳

を持ち、重度の障害のある人や介護保
険法の要介護者の人で、一定の要件を
満たす人は、自宅などの場所で投票を
する「郵便による不在者投票」を利用
できます。
希望の場合は「郵便投票証明書」の

提示が必要ですので、交付を受けてい
ない人や有効期限の切れる人はあらか
じめ選挙管理委員会に交付申請を行っ
てください。
また、郵便による不在者投票ができ

る人で、さらに一定の要件を満たす人
はあらかじめ選挙管理委員会の委員長
に届け出をした人（選挙権を有するも
のに限る）に投票に関する記載をさせ
ることができます。
〈問い合わせ〉選挙管理委員会事務局

し
な
い
さ
せ
な
い

住
ま
い
の
差
別



―
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―

大
阪
法
務
局
・
大
阪
府
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
と
村
で
は
次
の
項
目
を

人
権
活
動
強
調
事
項
と
定
め
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
啓
発
活
動
強
調
事
項
〉

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う
　

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

◎
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
同
好
会

ハ
ワ
イ
の
明
る
い
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
踊
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
貴
女
も
踊
っ

て
見
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

費
用
　
１
回
　
５
０
０
円

体
験
日
　
３
月
23
日（
水
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

松
本
　
1
&2
７
６
０
５

木
村
　
1
&2
７
５
５
７

◎
健
康
ヨ
ガ

あ
な
た
も
、
健
康
維
持
、
増
進
の

た
め
健
康
ヨ
ガ
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

肩
こ
り
や
、
腰
痛
を
取
り
、
心
も
体

も
美
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
男
性
も

ど
う
ぞ
。

場
所
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

体
験
日
　
常
時

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
服
装
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
な
ど
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

中
前
　
1
&2
７
３
７
４

三
浦
　
1
&2
７
７
４
０

４
月
３
日（
日
）よ
り
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
の
休
館
日
を
月

曜
日
か
ら
日
曜
日
に
変
更
し
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
は
、
従

来
ど
お
り
で
す
。

献
　
血

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
か
ぜ

な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多
く
、
献

血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
１
人

で
も
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
６
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
東
條
謙
三
（
森
屋
４
８
１
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
姉
美
津
子
の
供
養
と
し
て

◎
上
田
三
郎
（
千
早
１
１
８
０
）

５
０，

０
０
０
円

亡
妻
孝
子
の
供
養
と
し
て

◎
匿
名５，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

5

育
て
よ
う
　

一
人
一
人
の

人
権
意
識

会
員
を
募
集
し
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

た
ち
も
驚
い
て
来
て
み
る
と
、
子
ど

も
た
ち
の
衣
服
が
き
れ
い
に
整
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
か
ら
、

き
っ
と
神
様
が
相
撲
を
好
ま
れ
て
、

見
物
に
降
臨
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と

考
え
、
以
来
、
不
本
見
神
社
の
大
祭

に
「
ヤ
ー
ホ
相
撲
」
が
奉
納
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
度
、
機
会
が
あ
れ
ば
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。「
ヤ
ー
ホ
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

Vol.6

今
回
は
、「
不
本

ふ
も
と

見
山

み
さ
ん

」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

不
本
見
山
は
東
阪
、
府
道
富
田
林

五
条
線
よ
り
も
東
側
に
あ
る
山
で
、

茶
碗
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。

古
来
、
こ
の
よ
う
な
形
の
特
異
な

山
に
は
、
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
神
奈
備
山

か
ん
な
び
や
ま

な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
不
本
見
山
に
は
、
次

の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
子
ど
も

た
ち
が
相
撲
を

と
っ
て
遊
ん
で

い
る
と
、
風
が

起
こ
り
、
木
の

上
よ
り
「
ヤ
ー

ホ
」
と
い
う
声

と
笑
い
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
子
ど

も
た
ち
は
木
の

上
を
見
た
と
こ

ろ
誰
も
い
な
か

っ
た
た
め
、
驚

い
て
服
も
着
ず

に
裸
の
ま
ま
逃

げ
帰
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の

話
を
聞
き
、
親

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き
の
休
館
日
が

変
わ
り
ま
す

▲南側から望んだ不本見山遠景



16
年
中
の
、府
内
の
犯
罪
情
勢
は
、

街
頭
犯
罪
対
策
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
た
結
果
、
前
年
に
続
き
、
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
街
頭
犯
罪
が
多
発
し
犯
罪
内
容
も

ま
す
ま
す
悪
質
巧
妙
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

富
田
林
警
察
署
管
内
に
お
い
て

は
、
全
刑
法
犯
で
は
減
少
を
見
た
も

の
の
、
街
頭
犯
罪
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ひ
っ
た
く
り
は
前
年
に
比
べ
増

加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
警
察
に

府
内
の
刑
法
犯
罪
発
生
状
況
25
万
6
千
件

よ
る
取
り
締
ま
り
は
も
と
よ
り
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
犯
罪
に
遭
わ

な
い
た
め
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
防

犯
対
策
に
心
が
け
、
安
全
で
安
心
な

街
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
住
民
、

自
治
体
、
事
業
者
、
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
連
携
し
、
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

★
ひ
っ
た
く
り
、
空
巣
に
ご
注
意

昨
年
か
ら
、
ひ
っ
た
く
り
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

¡
現
金
・
貴
重
品
は
身
に
つ
け
る

¡
自
転
車
利
用
の
と
き
に
は
、
ひ
っ

た
く
り
防
止
カ
バ
ー
を
活
用
す
る

¡
徒
歩
の
場
合
は
バ
ッ
ク
は
た
す
き

が
け
に
し
て
、
前
で
し
っ
か
り
持

つ
¡
手
提
げ
バ
ッ
ク
な
ど
は
車
道
と
反

対
側
に
持
つ

な
ど
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

★
空
巣
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す

お
で
か
け
の
際
は
、
戸
締
ま
り
の

確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
侵
入
口
に
利
用

さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
玄
関
、勝
手
口
、

窓
、
サ
ッ
シ
に
は
複
数
の
施
錠
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
富
田
林
警
察
署
管
内

少
年
の
補
導
検
挙
数

深
夜
徘
徊
、
喫
煙
行
為
で
の
補
導

件
数
３，
４
５
１
人（
15
年
１，
２
８

７
人
）
非
行
少
年
の
検
挙
件
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
喫
煙
、
深

夜
徘
徊
等
の
補
導
件
数
は
、
前
年
の

２
・
７
倍
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
　
1
@5
１
２
３
４

４
月
か
ら
保
険
料
を
口
座
振
替
す

る
と
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。
毎
月
支

払
う
保
険
料
が
割
安
に
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
で
の
前
納
は
３

月
31
日（
木
）社
会
保
険
事
務
所
必
着

で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
口
座
振

替
申
出
書
（
依
頼
書
）
の
届
け
出
は

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関

へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た
場
合

①
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振
替
）

毎
月
末
日
に
前
月
分
の
保
険
料
を

引
き
落
と
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合

割
り
引
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

毎
月
末
日
に
当
月
分
の
保
険
料
を

引
き
落
と
し
ま
す
。
40
円
割
り
引

き
さ
れ
ま
す
。

③
６
カ
月
前
納

毎
月
納
付
す
る
よ
り
、
現
金
納
付

で
は
６
６
０
円
、
口
座
振
替
で
は

９
３
０
円
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

④
１
年
前
納

毎
月
納
付
す
る
よ
り
、
現
金
納
付

で
は
２，

８
９
０
円
、
口
座
振
替

で
は
３，

４
２
０
円
割
り
引
き
さ

れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

天
王
寺
社
会
保
険
事
務
所

1
06
（
６
７
７
２
）
７
５
３
１

大
阪
府
立
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

医
療
セ
ン
タ
ー
と
看
護
大
学
の
共
催

で
第
９
回
羽
曳
野
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
19
日（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
府
立
看
護
大
学

定
員
　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

6

国
民
年
金
保
険
料
が

口
座
振
替
で
割
安
に

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

「
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
に
つ
い
て
」

地
域
安
全
情
報

市町村別
街　頭　犯　罪

侵入盗
ひったくり オートバイ盗 車上ねらい 部品ねらい 自動車盗 その他

富田林市 170 51 294 415 268 65 395

太 子 町 25 4 30 27 9 11 22

河 南 町 42 4 49 16 22 8 35

千早赤阪村 3 0 0 3 4 3 2

合　　計 240 59 373 461 303 87 454

前 年 比 －138 18 －27 －17 44 －69 30

少年の検挙人員

16年 147 4 6 75 4 38 15 8 2 8 42 20

15年 165 0 35 92 14 26 23 10 0 19 32 6

増減 －18 4 －29 －17 －10 12 －8 －2 2 －11 10 14

占
有
離
脱
物
横
領

そ
の
他
・
特
別
法

そ
の
他

ひ
っ
た
く
り

万
引
き

自
転
車
盗

単
車
盗

手　　口　　別

侵
入
盗

窃
　
　
　
盗

暴
行
・
傷
害

凶
　
悪
　
犯

総
　
　
　
数

罪
種

年
別

市町村別窃盗犯発生状況（平成16年中）

春
季
火
災

予
防
運
動

3
月
1
日
〜
7
日

春
が
近
づ
き
、
少
し
ず
つ
暖

か
く
な
っ
て
く
る
と
火
へ
の
注

意
も
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
空
気
も

乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
も
多
い

こ
と
か
ら
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
つ
け
た
火
は
、
消
す
ま
で

あ
な
た
の
火
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
一
人
ひ
と
り
が
火
の

取
り
扱
い
に
注
意
し
、
火
事
を

出
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

１．

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

２．

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
。



受
付３

月
15
日（
火
）ま
で
に
府
立
呼
吸

器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
局
へ
電
話
、
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.hbk.pref.osaka.jp/

）

＊
参
加
者
専
用
の
駐
車
場
を
用
意
し

ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

医
療
セ
ン
タ
ー
　

1
０
７
２
９
%7
２
１
２
１

（
財
）大
阪
府
育
英
会
で
は
、
平

成
17
年
度
に
高
等
学
校
な
ど
に
進
学

す
る
生
徒
に
奨
学
金
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
高
等
学
校

（
府
外
可
）
お
よ
び
専
修
学
校
高
等

課
程
（
府
外
可
）
在
籍
者
の
学
資
負

担
者
（
保
護
者
）
が
大
阪
府
民
で
、

在
学
す
る
学
校
に
応
じ
住
民
税
課
税

総
所
得
金
額
が
次
の
場
合
で
す
。

国
公
立
高
校
な
ど
３
６
２
万
円
以
下

私
立
高
校
な
ど
　
６
３
０
万
円
以
下

専
修
学
校
高
等
課
程６

３
０
万
円
以
下

貸
与
さ
れ
る
の
は
、
授
業
料
＋
10

万
円
を
上
限
と
す
る
額
（
１
万
円
単

位
で
選
択
）。
た
だ
し
、
減
免
・
軽

減
制
度
適
用
額
は
減
額
。

貸
与
を
希
望
す
る
と
き
は
、
進
学

後
の
高
校
な
ど
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間

４
月
15
日（
金
）〜
５
月
13
日（
金
）

※
締
め
切
り
日
は
学
校
か
ら
大
阪
府

育
英
会
へ
の
提
出
期
限
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

（
財
）大
阪
府
育
英
会
　
採
用
貸
付

係
　
1
06（
６
３
５
７
）６
２
７
２

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
広
が
る
千

本
桜
と
ス
テ
ー
ジ
の
シ
ョ
ー
な
ど
が

楽
し
め
ま
す
。

日
時
・
内
容

○
４
月
２
日（
土
）
正
午
〜
午
後
６

時
30
分
、
風
船
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会

○
４
月
３
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
、
ジ
ャ
ッ
ク
君
の
シ
ャ
ボ

ン
玉
シ
ョ
ー

＊
両
日
と
も
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
屋
台
が
あ

り
ま
す
。

■
４
月
１
日
〜
７
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
ま
で
桜
の
鑑
賞
が
で
き

ま
す
。

場
所
　
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

（
羽
曳
野
市
学
園
前
３
―
２
―
１
）、

近
鉄
大
阪
線
「
藤
井
寺
」
ま
た
は
、

「
古
市
」
駅
か
ら
バ
ス
で
15
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉
同
大
学
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
　
1
０
７
２

９
%6
３
３
４
５

大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校
で
は
、

社
会
科
（
日
本
史
）
の
聴
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
定
時
制
の
生
徒
と

共
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

開
講
日
時
（
予
定
）

毎
週
木
曜
日

午
後
５
時
40
分
〜
７
時
15
分

科
目
　
「
日
本
史
概
略
」

山
東
出
兵
（
１
９
２
７
年
）

以
降
の
現
代
史

聴
講
料
　
６，

３
０
０
円
（
年
間
）

出
願
方
法
・
場
所

３
月
22
日（
火
）〜
24
日（
木
）

午
後
３
時
か
ら
５
時
の
間
、
本
校

事
務
室
へ（
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
農
芸
高
等
学
校

定
時
制
の
課
程
（
堺
市
美
原
町
）

1
０
７
２
（
３
６
１
）
０
５
８
１

下
垂
体
小
人
症
の
治
療
を
さ
れ
て

い
る
お
子
さ
ん
を
お
も
ち
の
保
護
者

を
対
象
に
学
習
会
・
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
３
月
７
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
富
田
林
保
健
所

内
容
　
「
小
児
の
成
長
障
害
」
の
講

義
お
よ
び
個
別
相
談

講
師
　
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
　
小
児
内
科

消
化
器
・
内
分
泌
科
科
長

位
田
　
忍
さ
ん

費
用

無
料

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所
　
地
域
保
健
課

1
@3
２
６
８
１

◎
富
田
林
保
健
所

３
月
８
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容

「
体
に
合
わ
せ
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
療
法
」

講
師

運
動
指
導
士

田
中
　
弘
子
さ
ん

◎
大
阪
狭
山
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
15
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容

「
み
ん
な
で
楽
し
む
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

―
私
の
カ
ラ
ー
ア
ク
セ
ン
ト
―

講
師

〇
作
業
療
法
士
　

牟
田
　
博
之
さ
ん

〇
美
容
師

安
井
　
真
由
美
さ
ん

＊
い
ず
れ
も
対
象
は
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
お
よ
び
登
録
者
証
を
お

持
ち
の
人
で
、
当
日
、
保
険
料
１
０

０
円
を
徴
収
い
た
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所
地
域
保
健
課

1
@3
２
６
８
１

5
@4
７
９
４
０

7

大
阪
府
育
英
会
の
奨
学
金
を

貸
付
し
ま
す

第
８
回
Ｉ
Ｂ
Ｕ
桜
ま
つ
り

聴
講
生
を
募
集
し
ま
す

「
小
児
の
成
長
障
害
」
の

お
知
ら
せ

特
定
疾
患
患
者
・
家
族

交
流
会
の
開
催

３．

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

４．

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き

火
を
し
な
い
。

５．

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

６．

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

７．

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課



8

Ａ
君
に
突
然
請
求
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。「
着
メ
ロ
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
の
料
金
、
１
カ
月
１
万
円
す
ぐ
振
り
込
め
」
と
言
う
も
の
で
す
。

「
エ
ッ
何
で
？
」。
考
え
て
み
る
と
２
、
３
日
前
『
着
メ
ロ
取
り
放
題
』

の
メ
ー
ル
が
届
き
、
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
の
で
す
。
サ
イ
ト
を
利

用
す
る
前
に
有
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
支
払
い

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
不
安
感
か
ら
、
こ
う
し
た
架
空
請
求

に
応
じ
た
た
め
、
次
々
と
請
求
が
送
り
つ
け
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

朝
日
新
聞
の
全
国
調
査
（
２
０
０
４
年
10
月
31
日
、
11
月
１
日
実
施
）

で
は
、
20
代
で
携
帯
電
話
を
使
っ
て
い
な
い
の
は
２
％
、
逆
に
31
％
が

「
携
帯
電
話
の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
は
新
し
い
生
活
圏
を
築
き
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
は
両
刃
の
剣
で
、
新
た
な
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
ツ
ー
ル
と
も
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
た
「
電
話
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
の
相
談
状
況
は
、
若
い
男
性

か
ら
の
相
談
が
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
に
も
被
害
者

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
に
匿
名
性
を
利
用
し
た
出
会
い
系
サ
イ

ト
は
消
費
者
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
性
犯
罪
も
誘
発
し
て
い
ま
す
。

広
告
メ
ー
ル
や
勧
誘
メ
ー
ル
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
気
軽
に
競
り

参
加
で
き
る
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
…
。
一
見
、
便
利
で
、
楽
し
く
も

あ
る
け
れ
ど
、
う
っ
か
り
す
る
と
、
あ
な
た
の
個
人
情
報
も
流
れ
出
し

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
に
は
、『
し
っ
か
り
と
考
え
る
力
』

が
重
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

「
携
帯
電
話
の
な
い
生
活
な
ん
て
」

と
い
う
あ
な
た
、
で
も
…

◆
一
般
書

義
経
　
　
　
　
　
　（
宮
尾
登
美
子
）

霧
笛
荘
夜
話
　
　
　
　（
浅
田
次
郎
）

泣
き
虫
弱
虫
諸
葛
孔
明（
酒
見
賢
一
）

藤
壺
　
　
　
　
　
　（
瀬
戸
内
寂
聴
）

ア
イ
ム
ソ
ー
リ
ー
、
マ
マ（桐

野
夏
生
）

夏
の
椿
　
　
　
　
　
　
　（
北
重
人
）

さ
ま
よ
う
刀
　
　
　
　（
東
野
圭
吾
）

梅
咲
き
ぬ
　
　
　
　
　（
山
本
一
力
）

漱
石
先
生
大
い
に
悩
む（
清
水
義
範
）

風
の
陣
　
天
命
篇
　
　（
高
橋
克
彦
）

日
暮
ら
し（
上
・
下
）（
宮
部
み
ゆ
き
）

対
岸
の
彼
女
　
　
　
　（
角
田
光
代
）

グ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ（阿

部
和
重
）

あ
の
日
、
突
然
遺
族
に
な
っ
た

（
内
田
洋
一
）

家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
隆
島
研
吾
）

◆
児
童
書

ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
卒
業
式

＊
シ
リ
ー
ズ
最
終
巻

（
那
須
正
幹
）

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
た
べ
ら
れ
る
！

（
原
ゆ
た
か
）

は
な
に
な
り
た
い（
す
ま
い
る
マ
マ
）

短

歌

コ

ー

ナ

ー
内
　
田
　
あ
き
子

病
身
を
押
し
て
講
義
に
通
ひ
来
し
亡
き
師
の
み
魂
歌
会
に
い
ざ
な
ふ

松
　
田
　
美
智
子

謂い
わ
れ
さ
え
遥
か
と
な
り
し
お
日
待
ち
の
刻
あ
わ
あ
わ
と
夜
に
と
け
ゆ
く

島
　
村
　
千
　
恵

冬
木
立
し
き
り
身
ぶ
る
い
す
る
夜
更
け
テ
レ
ビ
は
津
波
の
ニ
ュ
ー
ス
流
せ
り

吉
　
岡
　
蓁
　
子

天
災
の
無
き
こ
と
願
い
掌
を
合
わ
す
冬
至
の
あ
わ
き
陽
に
真
向
い
て

菊
　
井
　
由
起
子

歌
詠
む
に
心
み
が
け
と
導
き
し
師
の
逝
き
給
う
雪
も
よ
い
の
空

広
報
２
月
号
の
短
歌
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
、
俳
句
コ
ー
ナ
ー
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正 ペ

ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

◆
本
能
や
習
性
を
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

世
の
中
に
は
、
犬
や
猫
が
好
き
な
人
ば
か
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
家
で
飼
っ
て
い
る
犬
が
深
夜
や
早
朝
、
不
必
要
に
吠
え
た
り
、
他
人

を
か
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
て
、
迷
惑
を
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
飼
い
猫
が
、
飼
い
主
の
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
他
人
の
家
庭

に
糞
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
の
本
能
・
習
性
・
生
理
な
ど
よ
く
理
解
し
て
、
他

人
の
生
活
環
境
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
責
任
を
も
っ
て
飼
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
住
民
課

¡
富
田
林
保
健
所
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東阪 伏　井　英里子さん
＜20歳　魚座＞

近況は・・・
堺市にある小出美容専門学校で美容師になる

ための勉強をしています。
趣味は・・・
ドライブです。友人と車でいろいろな県に行

くことです。もう近畿を制覇したので、次は名
古屋辺りに行きたいです。
夢は・・・
老人ホームなどへ出向き出張美容師として皆

さんをきれいにしてあげる仕事がしたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
２月中旬、病気で学校を休んでいた私を元気

づけるために、友人たちが鍋パーティーを開い
てくれました。感激のあまり泣いたことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
自然が多く、星がきれいで自慢できる村です

が、花粉が多いこの季節、花粉症の私にはつら
い毎日です。今、花粉が出ない杉の木があるの
を聞きました。ぜひ、無花粉の木に植えなおし
て欲しいです。また、合併なんかしないで！今
の村を残して欲しいです。
来月号は・・・
小さいころから良く遊んでいた　崎邦圭君です。
崎君へメッセージを・・・
野球を頑張っていますか。また、遊びに行き

ましょう☆

８カ月、兄と中
山寺で撮ってもら
いました。髪もな
かなか増えず、よ
く男の子と間違わ
れてばかりいたそ
うです。（写真右）

ErikoFushi i

178

参加者募集中
「みんなのひろば」は村民の皆さんのページです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

照れ屋でお祭り娘の明日香と元気いっぱいの若大将の匠
です。すくすく大きくなあれ！　　　　　母・千賀子さん

かわらだ あすかちゃん
（ 川原田　　　　 明日香　）

平成12年12月27日生まれ

かわらだ たくみくんあ
（ 川原田　　　　 匠 ）

平成16年４月22日生まれ

中津原

二人の笑顔に癒されています。ありがとう！
仲良く、たくましく育ってネ。父・智さん、母・都貴美さん

かわぐち しょうだいくん
（ 川口　　　　　　　 翔大　）

平成14年12月18日生まれ

かわぐち みずきくん
（ 川口　　　　　 瑞喜 ）

平成16年12月25日生まれ

森屋
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

２月６日、樹氷や雪景色で輝く金剛山上で、冬の自然をテ
ーマに「金剛山で冬のネイチャーフォトに挑戦」が開催され
ました。
全日本写真連盟の三宅一郎さんのもとで、43人が参加。冬

の金剛山ならではの自然観察を楽しみながら撮影のポイント
などの講習を受けていました。

●冬のネイチャーフォト●

雪の金剛山で楽しみました

２月20日、くすのきホールでげんき保育園の第
24回生活発表会が行われました。
オープニングは３・４・５歳児による手話を交
えながらの「ゆびきり」や「ハッピーソング」の
歌で始まりました。
続いて、合奏や劇あそび、俳句、和太鼓などが
披露されると、会場には大きい拍手が響いていま
した。

●保育園生活発表会●

大きい舞台で元気いっぱい

０歳児「ぞうさんのぼうし」

５歳児「涙そうそう」・創作太鼓
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

２月６日、ＰＬ教団本庁内のコースで第48回
南大阪駅伝競走大会（６区間20.1ｋｍ）が133チ
ームの出場により開催されました。
村からは、中学男子の部に4チーム、一般男子

の部に２チームが参加しました。
ランナーたちは、日ごろの練習の成果を発揮

し、白熱したレースとなった中で村立中学校陸
上部Ａチームが中学男子の部で２位になりまし
た。
結果は次のとおりです。
○　中学男子の部
２　位 村立中学校陸上部Ａチーム

（１時間８分５秒）
区間賞　第４区（3.1km）浅見慎也（10分30秒）

第５区（3.1km）高橋直人（10分32秒）

●南大阪駅伝競走大会●

村立中学校が２位入賞

小吹地区内の親睦団体「小吹アローズ」のメンバーが、炭焼きに
挑戦しました。
会員の所有する山林の雑木が大きくなり、それを有効利用しよう

と、会員の家族の炭焼き窯で焼くことにしたものです。原木の切り
出しから運搬までは、会員だけでもできましたが、炭窯へ原木を入
れるところからは、全員初めての経験のため、炭焼きをしている人
の助けを借りて行いました。炭窯の火を止めるのは、そのときの火
のつき方で変わり、深夜になったこともありました。できた炭は、
今後小吹アローズの行事などで活用するそうです。

●炭焼き体験●

初めての炭焼き
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

平成17年度より、がん検診の実施方法が変更になりまし
た。詳しくは折り込みチラシをご覧ください。
がん検診の申し込み受け付けは
４・５・６月分の検診⇒３月１日より受け付け
９・10・11月分の検診⇒６月１日より受け付け開始

【４・５・６月分のがん検診の予約を受け付けします。】

場所 保健センター
＊負担していただく費用はいずれも検査料金の１割程度です。
当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。役場福祉
係へ事前に申し出てください。）
＊定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
＊介助の必要な人は相談ください。
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

が ん 検 診 の お 知 ら せ

子 　 宮 　 が 　 ん
月　　日 ４月28日（木）・５月16日（月）
受　　付 午後１時30分～３時

対　　象 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれ
の人（19歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 各55人

内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
（子宮体部細胞診は今年度より実施しません）

受 診 料 300円

乳　　　が　　　ん
月　　日 ４月28日（木）・５月16日（月）
受　　付 午後１時30分～３時

対　　象
受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれ
の人（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 45人

内　　容
問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査または超
音波検査

受 診 料 500円

胃 ・ 大 腸 が ん

月　　日 ４月15日（金）・５月12日（木）
５月15日（日）・６月13日（月）

受　　付 午前９時～11時15分

対　　象 受診日現在、40歳以上の人
（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

内　　容 胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

費　　用 胃－400円・大腸－100円

結核予防法の改正により、４月からはＢＣＧ接種の標準
的な接種年齢が生後３カ月以上６カ月未満に変わります。
また、ツベルクリン反応検査がなくなりＢＣＧ接種のみと
なります。
なお、今回の改正に伴う措置として３月14日にツベルク
リン（16日に判定とＢＣＧ接種）を臨時で実施します。３
月14日の時点で生後３カ月以上の人は、対象となりますの
で、ぜひ受けてください。
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

ＢＣＧ接種の対象年齢が変わります

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

※三種混合（１期）・日本脳炎（１期）・麻しん・風し
んの予防接種は、医療機関での個別接種です。
※ＢＣＧ・ポリオ予防接種が村の実施する日程では接種
困難な場合、河南町・太子町の保健センターにおいて
も受けることができますが、予約が必要ですので、必
ず村保健センターに申し込みください。

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

種　類 月　日 対　象 備　考

ツベルクリン ３月14日（月）

ツベルクリン判
３月16日（水）

定・ＢＣＧ接種

ポリオ ４月４日（月）

¡母子手帳、予診票持参。
¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。

¡副じん皮質ホルモン剤
を使用した人は、ツベ
ルクリン反応検査を受
ける前に主治医の許可
を得てください。

¡ポリオワクチンは下痢
の場合、受けられませ
ん。

平成13年
３月15日
～

平成16年
12月16日
生まれの
未接種者

生後
３カ月以上
90カ月未満

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

第１・３・４ 午前
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制

～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒・

第１・３ 午後１時

ク ラ ミ ジ ア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談 ３月18日（金）午前９時30分～11時
３月22日（火）午後１時30分～３時 予約制

¡飲用水・井戸水検査 午前
¡腸内細菌検査 毎週月曜日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１ 身体に障害のある

児（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
1
&2

０
０
６
９

３月16日（水）

４月６日（水）

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き
や
ま
ゆ
り

な か よ し 広 場 ３月１日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 15日（火）～11時30分 園前の乳幼児と４月５日（火） 保護者
あかちゃん広場 ３月15日（火）午前10時 ０～１歳ごろまで
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 の乳幼児
４　カ　月　児 午後１時 平成16年10月･
健　康　診　査 ～１時15分 11月生

午後1時15分 平成16年２月・１歳児健康診査
～１時30分 ３月生

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ３月22日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

楽 楽 離 乳 食 午後1時15分 １歳までの乳児
（離乳食講習会）３月24日（木） ～１時30分 の家族（要 予 約）

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談３月25日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要 予 約）め食生活を改善したい人
１ 歳 ６ カ 月 児 午後１時 平成15年７月～
健　康　診　査 ～１時10分 ９月生

３ 歳 ６ カ 月 児 午後 平成13年７月～
健　康　診　査 １時45分 ９月生～１時55分

３月４日（金） 健康・育児・介保健師による ４月１日（金）午後
護など相談を希健 康 相 談 １時30分
望する人３月９日（水）～３時30分



募　　集

社会福祉協議会では、山ゆり作業所
の臨時職員を次のとおり募集します。
募集人員　１人
年齢　50歳まで（経験者優遇）
勤務場所　山ゆり作業所（小吹68-780）
勤務内容　山ゆり作業所内外での作業

実習などの指導および通所
者の介護

勤務時間　午前９時～午後３時30分
毎週１日～２日

賃金　4,200円
受付　３月７日（月）～18日（金）
申し込みに必要な書類

◎申込書（事務局にあります）
◎写真（６cm×５cm）１枚

〈申し込み・問い合わせ〉

社会福祉協議会　&20294

社会福祉協議会ではワゴン車（10人
乗り）を運転していただける、ボラン
ティアを募集しています。
条件　普通運転免許所持者

年齢・性別は問いません
運行内容

¡高齢者や障害者などの送迎
¡いきいきサロンから村内各地区間

活動時間　月曜日から金曜日の午前・
午後それぞれ１時間程度

〈問い合わせ〉社会福祉協議会

村バレーボール連盟では、春季ソフ
トバレーボール大会の一般参加チーム
を募集しています。
対象は16歳以上の村在住・在勤者

で構成するチームです（男女混成チ
ームも可）。大会は次のとおり開催し
ます。
月日　４月３日（日）
場所　海洋センター・アリーナ
受付　４月１日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

武部克正　1&21472

村ゴルフ連盟では、村在住・在勤者
を対象とした「第19回村民ゴルフ大会」
（教育委員会・体育協会後援）の参加
者を募集します。腕に覚えのある人も
ない人も奮って参加ください。賞品も
多数用意しています。大会日程は次の
とおりです。
日時　４月６日（水）午前８時～
場所　グロワールゴルフ倶楽部
費用　プレー費　10,500円　　　

参加費　　 4,000円
（各賞品代を含む）

受付　３月26日（土）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

¡仲野直實　1&20040

¡千福啓治　1&20927

¡鈴木鉄雄　1&27405

村ソフトボール連盟では、春季ソフ
トボール大会の一般参加チームを募集
しています。
対象は、16歳以上の村在住・在勤者

で構成するチームです。大会は次のと
おり開催します。
月日　４月10日（日）・17日（日）
場所　村民運動場
費用　１チーム　3,000円
受付　３月26日（土）まで
※組み合わせ抽選会は４月３日（日）
午後７時から海洋センターミーティン
グルームで行います。
〈申し込み・問い合わせ〉

尾谷行雄　1&20630

剣道を通じて、心身を鍛えませんか。
対象　平成17年度の小学3年生から中

学３年生まで
定員　10人（定員になりしだい終了）
会費　入会金　1,000円

月会費　1,000円
（3カ月分前納）

日時　毎週火曜日と木曜日
午後５時～７時

受付　３月１日（火）～31日（木）
場所　富田林警察署４階道場
〈申し込み・問い合わせ〉

富田林警察署管内剣道推進会
1@51234（少年係）
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お知らせ

山ゆり作業所臨時職員

運転ボランティア

村民ゴルフ大会参加者

春季ソフトボール大会
参加チーム

少年剣道練習生

春季ソフトバレーボール
大会参加チーム

☆ちはや園地ガイドウォーク（毎月第２・４日曜日）
ちはや園地の自然とふれあうミニツアー　①午前11時～　②午後１時～

〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056

自然の素材で工作

キャンプ場で手作り
ピザを焼こう

月と木星が接近！

ちはや星と自然のミュージアムイベント案内
月　日 行事名 内　　　　　　　容

３月６日（日）
21日（祝）

３月20日（日）

３月26日（土）

まん丸い満月のそばに明るく輝く木星が接近！
夜の間に月と木星の追いかけっこが見られます。冬の星座と土星の環も観察で
きますよ！
時間 午後７時30分～９時（参加に際しては宿泊が必要、宿泊費は別途）
定員 30人　費用 400円

アウトドア・クッキングにチャレンジ！金剛山のふもとで採れた新鮮な食材を
トッピングして、手作りピザを焼いてみます。
時間 正午～３時30分　定員 30人　費用 500円

ちはや園地でひろった木の実や小枝、竹を使って工作しよう！　
時間 午後１時～２時30分　定員 30人　費用 300円



のでご相談ください。
無利子貸付制度を利用される人は、

連帯保証人（大阪府内に居住）が必要
です。
また、貸し付けの対象となるのは、

下水道の使用区域になってから３年以
内に改造工事をする場合です。
〈問い合わせ〉上下水道課

相　　談

人権問題（女性・障害者・子ども・
高齢者など人権問題全般に関するこ
と）に関する悩みに、ケースワーカー
が助言や専門相談機関の情報提供など
を行います。気軽に相談ください。
なお相談内容などのプライバシーは
厳守されます。事前に電話で予約くだ
さい。
日時　電話・面接相談とも土、日、

祝日を除く毎日
午前９時～午後５時30分

場所 住民課（相談室）
〈問い合わせ〉住民課

府内の社会保険事務所では、３月末
まで毎週月曜日の年金相談の受付時間
を午後７時まで延長しています（３月
21日（月）は祝日のため、22日（火）に振
り替えます）。
また、３月12日（土）・13日（日）は次

の場所で年金相談を実施します。保険
料の納付もできますので利用ください。
相談には、年金手帳や年金証書など
の基礎年金番号がわかるものを持参く
ださい（代理の場合は委任状が必要）。
日程

○３月12日（土）・13日（日）
¡府内の社会保険事務所
（午前９時30分～午後４時）
○３月13日（日）
¡阪急百貨店梅田店７階催場
¡南海電鉄なんば駅２階中央改札前
（午前10時30分～午後４時）

〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531
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で受け付けします。
〈問い合わせ〉産業建設課

水　　道

村から給水を受けている人で、次の
ような場合は、上下水道課へ届け出て
ください。
①使用者または所有者が死亡した場
合は、使用者変更届・名義変更
届・預金口座振替変更通知書が必
要です。

②転入・転出にともない給水を再開
始、中止する場合は、開栓・閉栓
届が必要です（手数料が必要）。
事前に業務時間内に連絡ください。

③新築・増築・改築にともない給水
装置工事を行う場合は、給水工事
申込書が必要です。
また、口径・用途変更を行う場合

も、変更届が必要です。
④そのほか変更事項がある場合も各種
変更届が必要です。

〈問い合わせ〉上下水道課

○３年以内に排水設備工事を

下水道の使用ができる区域では、法
律で３年以内にトイレを水洗化し、風
呂や台所などから出る雑排水とともに
下水道に流さなければなりません。
改造工事を実施される場合は、村排

水設備工事指定業者へ申し込みくださ
い。

○水洗便所改造の無利子貸付
制度の活用を

下水道の使用ができる区域では、水
洗化の改造工事が行われ、下水道の使
用が始まっています。
くみ取り便所を改造した人からは、

悪臭などが無くなり、大変快適になっ
たと喜ばれています。
このような改造工事のときの、皆さ

んの負担の軽減と水洗化の促進を図る
ため、無利子貸付制度を設けています

役場１階　健康福祉課
○郵送の場合

〒585-8501
千早赤阪村大字水分180番地
健康福祉課「子育て支援計画」担当

○ファックスの場合

FAX：&21880

■募集期間

３月11日（金）～18日（金）
※郵送の場合は、当日消印有効
■子育て支援計画（素案）と専用の様

式を設置している場所

役場１階健康福祉課、小吹台連絡
所、保健センター、くすのきホール

〈問い合わせ〉健康福祉課

農　　業

村内の農地を買ったり借りたりする
場合の許可要件は、既に持っている農
地と併せて40a以上の面積が必要でし
た。平成17年２月よりその面積が30a
となりました。
農地の売買や貸借、転用などには、

農地法の許可が必要ですので、農業委
員会まで相談ください。
〈問い合わせ〉

農業委員会事務局

建　　設

現在、千早赤阪村域内で道路や水路
として使用されている里道・水路（法
務局備付の公図で赤色・青色で表示さ
れているもの）の大部分は国有財産で
したが、平成17年４月１日から「地方
分権の推進を図るための関係法律の整
備等に関する法律」により村へ譲与さ
れます。
これにより、本村域内の里道・水路
などの境界確定、占用等許可、都市計
画法第32条協議等の各種申請窓口が大
阪府より村に変更となります。３月31

日までは富田林土木事務所維持管理課

水道関係の届け出を
忘れずに

農地法の下限面積が
変わります

４月１日から里道・
水路の境界確定などの
受け付け窓口が変わります

水洗化をしよう

人権相談

年金相談
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国民健康保険

国民健康保険の加入者に対し、人間
ドックの費用を半額負担しています。
対象者および費用

≪人間ドック１日コース≫

寺元記念病院では、脳ドックが受け
られます。日ごろの健康管理に役立て
てください。
〈問い合わせ〉住民課

税

村・府民税の申告期限は３月15日で
す。
申告書は先月郵送していますが、昨
年度の実績で抽出しましたので、申告
の必要な人でも送付されない場合があ
ります。もし、申告書が届かない場合
は、役場税務課まで連絡してください。
申告書は、公営住宅の申し込み、就
園奨励費の補助、各種融資の所得証明、
私立高校の授業料の軽減申請、そのほ

か各種証明の基礎資料になります。
昨年中に学生、病気、家事手伝いな

どで無職・無収入であっても、申告が
ないと非課税証明書などが発行できな
いため、証明書を必要とする融資や補
助が受けられなくなります。
〈問い合わせ〉税務課

縦覧制度

村内の土地・家屋に対して課税され
ている固定資産税の納税者は「縦覧帳
簿」を縦覧できます。
縦覧期間に限り、納税者が自分の所

有する土地・家屋の評価額と他の土
地・家屋の評価額を比較できます。
閲覧制度

固定資産税課税台帳のうち自己の資
産について記載された部分を閲覧でき
ます。また、土地や家屋を有料で借り
ている人も、借りている物件に限り閲
覧することができます。その場合、土
地家屋との賃貸借関係を確認できる書
類（賃貸借契約書などと契約本人であ
ることを確認できる書類）が必要です。
縦覧・閲覧のときは、納税者本人で

あることを確認できるもの（運転免許
証など）と印鑑を持参してください。
代理人の場合は、委任状と代理人本人
であることを確認できるものが必要で
す。
縦覧期間

４月１日（金）～５月31日（火）
閲覧期間

４月１日（金）～平成18年3月31日（金）
（土・日曜、祝日を除く）
場所　役場税務課
〈問い合わせ〉税務課

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

村・府民税の申告を
お忘れなく

軽自動車税は、毎年４月１日現在の
所有者に課税されます。
〈廃車・名義変更〉

すでに廃車や譲渡などをしているに
もかかわらず廃車や名義変更の手続き
をしていない人は、次のとおり手続き
をしてください。手続きをしないとい
つまでも軽自動車税が課税されます。
また、業者に手続きを依頼された場
合でも、３月末までに手続きが済んで
いるかどうか確認してください。
〈住所変更〉

他市町村から転入された人、また他
市町村に転出された場合には住所変更
手続きが必要です。
〈問い合わせ〉税務課

福　　祉

子育て支援計画について

「次世代育成支援対策推進法」（平
成15年７月）が制定され、すべての自
治体が行動計画を策定することが義務
づけられました。これにより、村では
子育て支援計画策定委員会を設置し協
議しています。
また、次のとおり、村民の皆さんか
ら計画（素案）に対する意見をいただ
き、最終的な計画を策定していきます。
専用の様式を使用し「持参」「郵送」
「ファックス」のいずれかの方法で提
出してください。
○直接持参の場合

平
成
16
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
12
期
（
３
月
分
）
の
納
期
限
は
、
３
月
31
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
３
月
25
日（
金
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

人間ドッグで健康管理を

ご意見の募集
（パブリックコメント手続き）

固定資産税の縦覧・
閲覧について

原付・軽自動車の廃車、
名義変更、住所変更の
手続き

区　分 検診機関名 対象者 受検者負担

22,000円
Ｐ Ｌ 病 院 婦 人 科

1,000円増

寺元記念病院
一　　般 （婦人科除く） 30歳以上 20,475円

富田林病院 22,000円
（婦人科含む） （婦人科同額）

一 般 と 寺元記念病院
脳ドック （婦人科除く） 40歳以上 36,225円

脳ドック 寺元記念病院 40歳以上 26,250円
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

３月３日（木）・17日（木）
４月７日（木）

３月３日（木）
４月７日（木）

３月17日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

３月１日（火）
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）・29日（火）
４月１日（金）
５日（火）

３月17日（木）

３月23日（水）

３月16日（水）予定

３月30日（水）予定

３月31日（木）予定

３月10日（木）
24日（木）

３月２日（水）
４月６日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,830人（±０）

男　　3,265人（－２）

女　　3,565人（＋２）

世帯数　2,275戸（±０）

１月末日現在、（ ）は対前月比

シロバナエンレイソウ（ユリ科）

山地の木陰に生える多年草。高さ20cm～30cm。葉は大
きく、長さ15cm幅17cm位になる。４月中旬頃、ちはや
園地しゃくなげの路で清楚な花を見ることができる。

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明氏〉

楠 公 祭
楠木正成誕生の４月25日に、建水分神社と楠公

誕生地で、また、湊川の戦いで戦死（５月25日）
した、５月には千早神社で、それぞれ「楠公祭」
が行われます。

４月25日（月） 楠公誕生地・建水分神社

５月22日（日） 千早神社

「金剛山花暦」コーナーは今月号で終了させていただきます。
平成９年７月号から連載し、早いもので７年９カ月が過ぎました。
藤原好明さんから貴重な写真（93点）を拝借し、金剛山の豊富な自然と色とり

どりの植物を皆さんに紹介してまいりました。
ここに厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。
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